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１．国内 ヒツジ生産の現状

国内自給率
0.6％

• 輸入肉の高品質化・食肉の多様化による消費増加

• 国産品への実需者ニーズの増加

• 羊肉生産がメイン（年間約100t）、近年の飼養頭数は1800頭で横ばい

• 羊肉供給の輸入依存⇔羊肉価格が高騰

第2次羊肉ブーム

第3次ブーム



２．石川県立大学のヒツジ生産の取組み

県産羊肉生産にむけたヒツジの増産と肥育技術の開発

• 耕作放棄地草資源の有効活用、低コスト化

• アニマルウェルフェア畜産物として高付加価値化

• 地域産業の創出

石川県立大学

白山市木滑

グラスフェッドラム

ー研究の概要ー

① 北陸の気候（高温・多雨多湿）での放牧は可能？ ⇒ストレスと免疫

② 耕作放棄地草資源での肥育方法の確立 ⇒増体成績の向上

③ 耕作放棄地（野草）放牧のラム肉品質の解明 ⇒理化学分析と官能評価

• 小型のため高齢者
でも取扱いが容易

• 狭小な土地での
放牧適正

HP:OpenNature



• 放牧期間は6月～10月までの約130日間

• 飼料設計：野草の自由採食、体重の1～2％

の補助飼料（飼料米、高タンパク質飼料）

２．石川県立大学のヒツジ生産の取組み

シーズ１. 耕作放棄地放牧によるラムの肥育

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

分娩 哺乳～離乳
（90日）

放牧
（120～140日）

出荷

出生時
5㎏

3ヵ月齢
30㎏

8ヵ月齢
>45㎏

ラムの放牧肥育体系

1.6a/頭

庇陰・給餌小屋

2牧区間
交互放牧

1.6a/頭

野草量減少
高ストレス

放牧肥育による体重変化
放牧方式

日増体量（DG）
120～130g/day

DG130g
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２．石川県立大学のヒツジ生産の取組み

シーズ１. 耕作放棄地放牧によるラムの肥育

• 野草からのエネルギー摂取量・タンパク質摂取量の把握

• 夏季のタンパク質の不足（7月・8月）、個体サイズによりタンパク質の

過不足が発生（9月・10月）

• 時期・個体別に補助飼料でタンパク質摂取量をコントロールすることで

増体量の向上が可能

野草からのタンパク質（CP）摂取量の季節変化 補助飼料によるタンパク質（CP）摂取量コントロール

と増体量



２．石川県立大学のヒツジ生産の取組み

シーズ１. 耕作放棄地放牧によるラムの肥育

野草放牧のラム肉品質ー舎飼い濃厚飼料多給と比較（小西ら 2018）ー
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• アミノ酸含量が高い

• 脂肪の質に課題（融点が高い）

• 出荷時体重（>50kg）向上で改善



２．石川県立大学のヒツジ生産の取組み

• 経営：数百～数千頭の大規模化

• 省力低コストで収益力を高める

• 品質の維持・向上

• 適切な放牧管理と草地管理

• 安定供給

―AI・ICTの活用による放牧管理システムの構築―

個体識別自動給餌
個体情報の自動取得

・体重

・飼料摂取量や飲水量

・位置情報

草地状態の取得
・植生
・栄養

―ヒツジ生産の課題―

ウシ等のシステムを応用



３．生産物利用の取組み

シーズ２. 乳肉毛の利用

県産ラム肉 → フレンチ、イタリアン等のレストランの高級食材

県産マトン（廃羊）の食味アンケート

更新・廃羊

繁殖雌羊 5~6産

味は？

• 加工利用・販売の可能性を示唆イベントでマトン串焼きを試験販売



シーズ２. 乳肉毛の利用

羊乳を用いた熟成チーズの試作過程

羊乳 → 試験的なチーズ製造

羊用搾乳機

乳固形分
％

脂肪
%

タンパク質
%

ウシ 12.01 3.34 3.29

ヤギ 12.97 4.14 3.56

ヒツジ 19.30 7.0 5.98

畜種による乳成分の比較

Haenielein, 2001:The nutritional value of sheep milkより

３．生産物利用の取組み



シーズ２. 乳肉毛の利用

染毛

羊毛 → 副産物として利用・販売

洗浄

• フェルト手芸材料「いしかわのようもう」

• イベントや道の駅で販売

• WEBサイトの作成・PR

大学コンソーシアム石川 地域課題研究ゼミナール支援事業
(H30・R1採択事業)

製品化

３．生産物利用の取組み


